
  後継者養成事業及び用具等整備事業を通じて、次世代を担う子どもたちの育成や地域の高齢化に伴い失われつ

自立的な文化活動の推進による地域活性化及び持続可能な体制の確立につなげる。

本実施計画に係る全体の企画調整、各補助事業に係る指導等については、以下の担当課、団体が行なう。

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

徳島県徳島市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

徳島市文化遺産活用事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

地域文化遺産活性化

平成 23 年度

年度からはじまる徳島市の政策の基本方針である徳島市まちづくり総合ビジョンを踏まえ、歴史・文化を活かした
まちづくりを支える施策として、徳島の歴史と文化が育んだ有形、無形の個性的な文化遺産を活かした地域住民の

～ 平成

徳島県文化振興基本方針（平成18年３月策定）、第２期徳島市教育振興基本計画（平成27年３月策定）及び平成29

30 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

地方公共団体
担当部局課

徳島市教育委員会社会教育課（文化財係）

                本事業は、歴史文化遺産を活かしたまちづくりの核となる地域や団体の体制を持続させるものであり、本市
                では、平成29年度から徳島市歴史文化基本構想の検討作業に着手予定、平成31年度の策定を目指す。

          で公開・活用することで、後継者養成事業や祭礼行事への参加促進につなげ、住民自らが地域文化を継承し支

つある技芸の指導に支障が生じない持続可能な体制を確立するとともに、地域全体で地域の伝統芸能を支える
意識を共有する。また、屋台や衣装、用具類の整備を年次的に進め、その成果を地域住民に目に見えるかたち

(1)教育委員会社会教育課が事業の企画調整、指導等を行なう。
(2)徳島市文化遺産活用事業実行委員会（会長：勝浦康守）が補助事業を実施する。

 構成団体（上八万伝統文化を守る会、井戸北あさがほ連保存会）

～平成28年度交付決定額： 20,523 千円 平成29年度申請額： 2,870 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

      なお、普及啓発事業として計画していた徳島城内小屋掛阿波人形浄瑠璃芝居公演については事業を中止する。

          えるという意識の高揚を図る。伝統文化への地域住民の好奇心がまちの文化の継承を骨太にすることで、定住
          自立と交流による地域のにぎわい効果がある。

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

事業概要：

事業概要：

様式１－１



 

人 人

設定根拠２： 年３人を設定、目標達成率80％以上

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

具体的な指標２： 井戸北あさがほ連保存会の新規会員数 関連事業: ②

目標値２： 平成 28 年度 0 人 ⇒ 平成 30 年度 6 人

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

平成 29 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

人 70 人

0% 0% 7% 25% 50% 63%

20 人 20 人 25 人 40 人 60

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 宅宮神社祭礼行事に関わる後継者数 関連事業: ①

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標値１： 平成 23 年度 20 人 ⇒ 平成

設定根拠１： 年平均1.4倍増を設定、目標達成率80％以上

30 年度 100 人

0% 0% 6% 25% 37% 62%

40 人 40 人 50 人 80 人 100 人 140 人

設定根拠３： 年平均1.4倍増を設定、目標達成率80％以上

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 28

③

目標値３： 平成 23 年度 40 人 ⇒ 平成 30 年度 200 人

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分３： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分３：

年度

地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 宅宮神社祭礼行事への地域住民の参加者数 関連事業:

平成 27 年度 平成

人

平成 29 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

人

様式１－１別紙①



年度

人 人

年度 100 人

設定根拠４： 参加者数２倍を設定、目標達成率80％以上

進捗状況４： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成

目標区分４： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分４： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標４： 井上八幡宮屋台行事への地域住民の参加者数 関連事業: ④

目標値４： 平成 28 年度 50 人 ⇒ 平成 30



人 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

具体的な指標： 井戸北あさがほ連保存会の新規会員数

目標値： 平成 28 年度 0 人 ⇒ 平成 30 年度 6 人

事業概要：
  徳島市国府町井戸に所在する井上八幡宮の神輿渡御行列の神楽太鼓の打法を保存し継承するための
  後継者養成事業を行う。地域の高齢者化が進み神楽の打法の指導に支障が生じないように、特に20
  ～50歳代の養成を重点的に実施する。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

事業②： 井上八幡宮屋台行事保存継承事業 実施団体： 井戸北あさがほ連保存会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 30 年度

人 70 人

0% 0% 7% 25% 50% 63%

20 人 20 人 25 人 40 人 60

各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

事業①： 上八万地域の伝統文化の保存・継承活動事業 実施団体： 上八万伝統文化を守る会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 23 年度 ～ 平成 29 年度

  指導者養成研修会と屋台に乗り込む地元小中学生を対象とした後継者養成講習会を定期的に実施す
  る。

具体的な指標：

目標値：

進捗状況：

事業概要：
  徳島市八万町に所在する宅宮神社の神輿渡御行列の屋台で奏する祭囃子（大太鼓、小太鼓、鉦）の

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

宅宮神社祭礼行事に関わる後継者数

平成 23 年度 20 人 ⇒ 平成 30 年度 100 人

 8（2）実施事業の概要 別紙

平成 29 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

人

様式１－１別紙②



年度 平成平成 29 年度 平成

具体的な指標： 井上八幡宮屋台行事への地域住民の参加者数

目標値：

・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

事業④： 井上八幡宮屋台行事保存継承事業 実施団体： 井戸北あさがほ連保存会

～ 平成 29 年度

事業概要：

事業③： 上八万伝統文化の保存・継承活動 実施団体： 上八万伝統文化を守る会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 23 年度

  徳島市上八万町に所在する宅宮神社の神輿渡御行列で使用する傷みの著しい屋台を修理し、祭礼
  行事を具体的な姿で地域住民に公開・活用する。地域住民の祭礼行事への参画を促進し、地域コ
  ミュニティの活性化につなげる。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 宅宮神社祭礼行事への地域住民の参加者数

目標値： 平成 23 年度 40 名名 ⇒ 平成 30 年度 200

25 年度 平成 26

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 27 年度 平成 28 年度年度 平成

人

0% 0% 6% 25% 37% 62%

名 80 名 100 名 14040 名 40 名 50

～ 平成 30 年度

事業概要：

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度

  徳島市国府町井戸に所在する井上八幡宮の神楽太鼓で使用する太鼓等の用具類の修理等を行い、
  屋台行事で神楽太鼓を地域住民に公開・活用する。屋台行事への地域住民の参画を促進するこ
  とにより地域コミュニティの活性化につなげる。

平成 30 年度 100 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 50 人 ⇒

人 人

30 年度 平成 年度 年度 平成 年度平成

平成 29 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

人


